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１．川崎市環境総合研究所の概要
◎設立：２０１３年２月１日
（旧公害研究所、旧公害監視センター、旧環境技
術情報センターを合併して発足）

◎職員数：４９名（非常勤職員含む）
◎機能：
１ 川崎の優れた環境技術による国際貢献の推進
２ 川崎の優れた環境技術情報の収集・発信
３ 「都市と産業の共生」を目指した研究
４ さらなる環境改善と環境汚染の未然防止のた
めの監視・調査・研究

５ 多様な主体と連携した環境教育・学習

中国・瀋陽市
マレーシア・ペナン州
インドネシア・バンドン市

など

NPO・市民団体全国の環境研究所
神奈川 市
環境研究機 協議 など

企 業大 学

市 民

共

同

普及啓発・環境教育

国際貢献

公益財団法人

地球環境研究戦略機関

川崎市環境総合研究所
ＫＥＲＩ

国立研究開発法人

国立環境研究所

研
究

アジア諸都市

国際機関

ＵＮＥＰなど

ＪＩＣＡ、ＯＥＣＣなど
国際協力機関



２．バンドン市の概要
バンドン市

⻄ジャワ州の州都、現在の⼈⼝＝約250万⼈（インドネシア第3の規模）
植⺠地時代に、インドネシアの政治・経済・⽂化の中⼼地の1つとして発展
海抜700mの⾼地に位置、熱帯にありながら涼しく過ごしやすい環境

植⺠地時代には「ジャワのパリ(Paris Van Java)」と呼ばれ、多くの外国⼈（オ
ランダ⼈・中国⼈・⽇本⼈など）が居住
1955年に第1回アジア・アフリカ会議がバンドン市で開催

（通称「バンドン会議」）
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出典：Google Map

出典： Bandung Tourism Official Website



２．バンドン市の概要

バンドン市の環境問題
近年の経済発展に伴い⼈⼝が増加しており、⼈⼝増加や経済発展に伴い年々増加
する⼀般廃棄物や産業廃棄物の処理、廃棄物に起因する⽔環境悪化への対処が、
市の緊急かつ重⼤な課題

廃棄物関係
• 廃棄物問題に対する市⺠の認識がいまだ⾼くない。
• 廃棄物問題解決のための活動へ、市⺠が積極的に参加しない。
• 国及び地⽅レベルでの廃棄物処理に関する規制が不⼗分。

上下⽔道関係
• チタルム川流域の環境汚染の深刻化
• 地下⽔の過剰取⽔に伴う地下⽔位の低下および地盤沈下
• ⽔環境の管理能⼒不⾜・管理体制の脆弱さ
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２．バンドン市の概要

2013年秋に就任したバンドン市の新市⻑の施策
グリーンシティとしてバンドン市を⽣まれ変わらせることを宣⾔
低炭素で持続可能なバンドン市の構築に向けた「エコビレッジ構想」
の打ち出し
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出典： Ridwan Kamil Official Website <https://ridwankamil.me/>



a. アジア・太平洋エコビジネスフォーラムを通じた連携
（国連環境計画［ＵＮＥＰ]等関係機関との連携事業）

ＵＮＥＰや国⽴環境研究所との連携により、川崎市と参加都市間の信
頼関係を醸成するため、先進的な環境技術・戦略の情報交換を⾏う場
として、フォーラムを毎年開催。
2016年2⽉に第12回のフォーラムを開催
インドネシア・バンドン市は、第1回から毎年参加

３．これまでの川崎市とバンドン市との
都市間連携活動



b. ⼆国間クレジット制度（JCM）を活⽤した連携活動

３．これまでの川崎市とバンドン市との
都市間連携活動

エコビジネスフォーラムを通じて都市間連携関係を強化してきた川崎市に対してバン
ドン市のグリーンシティの具体化に向けて、連携・協⼒を要請
要請を受けた川崎市の対応：

• この要請を受け、川崎市は2014年度より環境省の⼆国間クレジット制度（JCM）を
活⽤し、以下の事業をバンドン市において展開してきた。

事業１ バンドン市における「低炭素都市計画」の策定⽀援に向けた、川崎市での
取り組み例についての⾒学・研修を通じた情報提供

事業2 省エネルギー分野として、街灯のLED化、及び建物への省エネ設備の導⼊の
検討

事業3 ⽔・廃棄物分野として、⾷物残差等を利⽤したエネルギーの創出技術（バ
イオダイジェスター）の導⼊

《2014年度事業》



【事業内容】
バンドン市における低炭素都市構築に向けた具体的な取組を実現するため、商業施設等
におけるエネルギー管理システム導⼊について事業化に向けた実現可能性調査を実施。

《 ２０１５年度実施事業 》

環境省「アジア低炭素社会実現のためのＪＣＭ⼤規模形成⽀援事業」の枠組みによ
る「バンドン市・川崎市の都市間連携による低炭素都市形成⽀援事業ＦＳ調査」

【実施機関】（公財）地球環境戦略研究機関、㈱オリエンタルコンサルタンツグローバル、
興和㈱、東京整流器㈱、川崎市

２０１６年２⽉１８⽇
過去⼆年にわたるＪＣＭ事業をきっかけとして、
川崎市とバンドン市は環境分野における都市
間連携に関する覚書を締結。
名称：「インドネシア共和国⻄ジャワ州バンドン市
と⽇本国神奈川県川崎市との低炭素で持続可能な都
市形成に向けた都市間連携に関する覚書」

２．これまでの川崎市とバンドン市との
都市間連携活動



３．H28年度 環境総合研究所における
バンドン市との国際協⼒予定案件

覚書締結時にバンドン市⻑から廃棄物分野に関していただいた具体的な⽀援要請

要請１ ⾷物残差等を利⽤したエネルギーの創出技術（バイオダイジェスター）の導
⼊及び普及の促進

要請2 ⾮有機性廃棄物内の廃プラスチックの有効活⽤⽅法の模索

要請3 リサイクルセンターの設⽴及び運営に関する⽀援

環境総合研究所で予定している本年度事業の概要
インドネシア国バンドン市における持続可能な資源循環型社会の構築に向けた廃
棄物管理⽀援プロジェクトの実施を予定

公益財団法⼈地球環境戦略研究機関、及び⼀般財団法⼈⽇本環境衛⽣センターと
共同実施予定



４．バンドン市の⽔環境
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出典：MOFA(2014)

バンドン市の⽔環境の重点課題
チタルム川流域の環境汚染の深刻化
地下⽔の過剰取⽔に伴う地下⽔位の低下および地盤沈下
⽔環境の管理能⼒不⾜・管理体制の脆弱さ

チタルム川
⻄ジャワ州の中⼼を流れる河川、バンドン市も流域の⼀つ



４．バンドン市の⽔環境
チタルム川流域の環境汚染の深刻化

チタルム川に流⼊するバンドン市内48河川
• 廃棄物（屎尿、固形廃棄物等）の投棄や、⽣活排⽔や産業排⽔の流⼊による⽔

質汚濁の深刻化
• 河川の表層⽔は⽔道原⽔としては使⽤できない。

バンドン市＝2014年より「チタルム川環境改善条例」を施⾏
• 環境配慮企業を評価し、地⽅税減免などのインセンティブを付与する制度
• インドネシアの地⽅⾏政では発の試み
• 現時点では実効性は不⼗分

12バンドン市内の低所得者層地区

バンドン市内の河川



４．バンドン市の⽔環境
地下⽔問題

地下⽔の過剰取⽔→地下⽔位の低下が進⾏
• バンドン＝約2m/年の地下⽔位低下

汚濁した表層⽔の地下浸透→地下⽔の⽔質悪化

⽔環境管理能⼒不⾜・管理体制の脆弱さ
管理体制の連携不⾜

• 1999年＝地⽅分権制度の導⼊
→ 州、県・市の地⽅環境保護局＝直接、それぞれの⾏政地域の⾸
⻑に対する責任を負うことになった
→ 州・県・市の連携不⾜

管理体制の脆弱さ
• 多数の監視対象企業に対して監視を実施する⼈員が不⾜
• 産業排⽔処理に対する知識や理解が不⼗分
• モニタリング体制、廃⽔処理体制の脆弱さ 13



５．バンドン市が⽔環境問題に関して
得ることを期待する川崎市の環境資源

内容 バンドン市が得ることを期待する環境資源
（知⾒やノウハウ、環境技術、設備、機材、等）

当該知⾒やノウハウを
保有する機関

上⽔道事業 • 安定した上⽔提供に関する⾏政⼿続きの知⾒・
ノウハウ

• 上⽔施設の建築・整備に関する技術、施設操業
に関するノウハウ

• 上下⽔道局
• ⽔ビジネス関連企業

下⽔道事業 • ⽣活・産業排⽔の適正処理に関する⾏政⼿続き
の知⾒・ノウハウ

• 下⽔施設の建築・整備に関する技術、施設操業
に関するノウハウ

• 上下⽔道局
• ⽔ビジネス関連企業

⽔質管理 • ⽔質汚濁を改善し、⽔質を維持管理するための
適切な⾏政⼿続きの知⾒・ノウハウ

• ⽔質汚濁を改善するための環境技術や機材

• 環境局環境対策部
⽔質環境課

• ⽔ビジネス関連企業

⽔質監視
・調査

• ⽣活・産業排⽔や河川表層⽔の⽔質、及び地下
⽔汚染状況の正確かつ継続的なモニタリング⽅
法

• ⽔環境中の化学物質に関する正確かつ継続的な
調査⽅法

• ⽔質監視・調査を⾏うための環境技術や機材

• 環境局環境総合研究
所地域環境・公害監
視課、環境リスク課

• ⽔ビジネス関連企業
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